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研究動機
私は 2年前に“MLBとNPBでのQS（クオリティ・スタート）が

持つ価値の違い”について研究していた. その際に「多くの試合で 6

回までを無失点に抑えられるものの勝率が悪い球団」「6回までを無

失点に抑えたときの勝率は高いがそういった試合が少ない球団」な

どが存在することを発見した. そこで, 6回 n失点 (n = 0, 1, 2, · · · )
という局面について, 各 nに対し試合数と勝率という 2項目での評

価を基にして考察を図った.

1 当研究の方向性
過去の成績 (’14～’17)を元に, 試合比率（年間の公式戦試合数1に

対して 6回 n失点の試合数が占める割合）と状況別勝率（「6回 n失

点のとき」という特定条件下での勝率）の考察を各 nについて行う

ことで, 2018年シーズン以降各球団がリーグ優勝を目指すにあたっ

て達成すべき基準を定める.

2 優勝するために必要な勝率
優勝ラインを設定するために, ’07～’17 の 11 年間を対象に優勝

チームのグループ, 2位チームのグループをそれぞれ作成し, マハラ

ノビス距離による判別分析を行った.

年間勝率について, 優勝球団（1位）は µ1 = 0.596, σ1 = 0.043, 2

位の球団は µ2 = 0.548, σ2 = 0.024であった. 2ここで,

D1 =
µ1 − x

σ1
, D2 =

x− µ2

σ2

とすると, 優勝ラインは D1 = D2 となる年間勝率より求められる

ので, これを xについて解くと,

x =
σ2µ1 + σ1µ2

σ1 + σ2
= 0.565

を得る. これを優勝ラインとして定める. そして, この数値に最も
近い勝敗成績が (78-60-5)であったことから, これを目安に nごとの

必要勝利数を導出していく.

ちなみに’14ソフトバンク（1位）の成績が (78-60-6)であるため,

勝敗の分布に対するイメージを表 1から膨らませることはできるが,

6回の失点状況の基準を設定する際には’14ソフトバンクのデータを

そのまま採用するのではなく, 改めて計算する必要がある.

表 1: ’14年度ソフトバンクの勝敗成績

n 勝 敗 分 試合数 試合比率 状況別勝率

0 20 3 2 25 0.174 0.870

1 20 3 1 24 0.167 0.870

2 19 11 2 32 0.222 0.633

3 11 12 1 24 0.167 0.478

4以上 8 31 0 39 0.271 0.205

年間勝率

計 78 60 6 144 1 0.565

1～’14:144 試合, ’15～:143 試合
2x:年間勝率（変数）, µ:平均, σ:標準偏差, D1, D2:1位群, 2位群それぞれからの

マハラノビス距離

3 年間勝率を重回帰式で表現する

n = 0, 1, 2, 3のとき, また n ≥ 4のときに分類し, nを固定する.

その後, 試合比率 (x1)と状況別勝率 (x2)を説明変数, 年間勝率 (Y )

を目的変数として重回帰分析を行う3. 標本分散共分散行列と重回帰

式による分散共分散行列との比較により,

Y0 = a1x1 + a2x2 + a0

Y1 = b1x1 + b2x2 + b0

...

Yn = a
′

1x1 + a
′

2x2 + a
′

0

という形式で重回帰式が得られる4(詳細は資料にて掲載).

ただし, 得られた重回帰式だけでは変数が 2つ残っている状態な

ので, 2つの説明変数のうちのいずれかを固定しなければ全ての数値

を求めることは出来ない. 状況別勝率には打線の援護や救援投手の

出来など複数の要因が絡むのに対し, 試合比率は決定要素のほとん

どが先発投手の出来による. よって今回は複雑な変数を先に処理す

るために状況別勝率を固定した.

4 CS出場ライン, 最下位回避ライン

“ 2 優勝するために必要な勝率”で定義した優勝ラインの他に, 一

次元のマハラノビス距離による判別分析の手法により, CS出場ライ

ン (3位)や最下位回避ライン (5位)についても設定することができ

る. ここでは途中計算を省略するが, µm, σm(m = 3, 4, 5, 6)を用い

て CS出場ライン: 0.505, 最下位回避ライン: 0.433を得た. それら

についても優勝ラインと同様に重回帰分析を行うことが出来る.

今後の課題

元々QSは投手個人の記録という側面があるが, 今回はチームの失

点を対象に資料を収集したため, 先発投手一人一人の成績まで踏み

込んだ考察を行うことが出来なかった. 今後選手個人に着目してい

く場合は, QSの達成条件が「6回以上かつ自責点 3以内」であるこ

とに注意し, 失点と自責点の違いを正しく処理する方法を考えなけ

ればならない.
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3この際, 試合比率と状況別勝率との間に多重共線性が無いことを確認する.
4x1 と x2 の係数は全て偏回帰係数.


